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研究要旨 
新生児・小児患者が主となる疾患に限定し医療圏内の治療の完結率を分析した。二次医

療圏の完結率は約４割、都道府県の完結率は約８割であった。このことから拠点病院とな

る施設が１つはある都道府県が多いことが分かった。 

 
 
Ａ．研究目的 
第７次医療計画において５疾病・５事業

および在宅医療の医療連携体制の計画的な

見直しが提言された。その中で小児医療に

おいては地域の実情に応じた体制の整備が

掲げられ、拠点の医療機関及びそれに準じ

た小児地域支援病院の設定と近隣医療圏と

の連携強化の推進が求められている。本研

究で扱う DPC データは、主要診断群（MDC）

が設定されており、小児医療関連について

は「14 新生児疾患、先天性奇形」と「15 小

児疾患」の分類があり、新生児・小児患者が

主となる疾患が分類されている。DPC デー

タには、患者居住地の郵便番号と医療機関

の所在地の２つの地理情報が含まれており、

どの二次医療券に住所を有する者がどの二

次医療圏に立地する医療機関を受診したか

を知ることが出来る。したがって、二次医療

圏内の患者の診療が、どの程度二次医療圏

内で完結しているかを明らかにすることが

可能である。そこで、本研究では新生児・小

児に関する疾患に着目し、医療圏内での治

療完結率を分析する。 
 
 
B.研究方法 
・使用データ 

本研究では平成 28 年度の DPC データ、

医療機関および患者の医療圏を抽出するた

め一般財団法人医療経済研究・社会保険福

祉協会医療経済研究機構が公開している全

国保険医療機関（病院・診療所）一覧（平成

28 年度版）および郵便番号・二次医療圏対

応表（平成 28 年度版）を用いた。 
 

・分析対象 
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平成 28 年度内に入退かつ退院をした患

者のうち、最も医療資源を投入した病名（資

源病名）の ICD10 コードが「Q$（先天奇

形，変形及び染色体異常）」である患者を抽

出した（61,763 名）。そのうち医療機関およ

び患者の二次医療圏が確認できた 60,982
名を分析対象とした。 
 
 
C.研究結果 
年齢階級別患者数および疾患別患者数を

表１、表２に示す。年齢階級では１～５歳、

疾患に関しては「循環器系の先天奇形」の患

者が多かった。また０～14 歳の患者の疾患

別患者数を表３に示す。各階級とも「循環器

系の先天奇形」が多いが、特に入院時年齢０

歳患者では約４割を占めていた。また次点

の患者数では０歳は「消化器系のその他の

先天奇形」、１～５歳は「生殖器の先天奇形」、

６～14 歳は「筋骨格系の先天奇形及び変形」

が多く階級によって異なっていた。各階級

での上位 10 種の ICD10 別患者数を表４に

示す。 
小児患者における疾患別の二次医療圏及

び三次医療圏の完結率を表５、表６に示す。

二次医療圏では約５割の完結率であったが、

三次医療圏ではどの疾患も約８割以上の完

結率であった。患者居住都道府県における

二次医療圏完結率を表７、都道府県完結率

を表８に示す。居住地と同一医療圏の医療

機関の入院は５割を下回る都道府県が多い

が、同一都道府県内の医療機関の入院は８

割を上回る都道府県が多かった。 
 
 
D.考察 

本研究では新生児・小児患者に着目し疾

患数および自医療圏における治療完結に関

する分析を行った。疾患に関しては「循環器

系の先天奇形」で特に心室中隔欠損症およ

び心房中隔欠損症が多かった。また循環器

系の先天奇形は三次医療圏での完結率も低

かった。このことから小児患者に対応でき

る循環器外科医の育成が必要になると考え

られる。また都道府県別の完結率は、二次医

療圏完結率と比較し約２倍になっていた。

都道府県レベルでは新生児・小児患者に対

応できる拠点病院があると考えられた。 
本研究の限界として、完結率を計算する

ために患者郵便番号を用いたことが挙げら

れる。医療機関において入力される患者郵

便番号は、特に新生児において里帰り出産

等で居住地の捉え方にバリエーションがあ

ることが想定されるため、結果を解釈する

際に注意が必要である。入院経路等による、

より詳細な分析が今後の課題である。また

本研究では「先天奇形，変形及び染色体異

常」の疾患に限定して分析を行っており、

MDC14又は 15以外に分類される小児の患

者に関する分析は行っていない。今後は全

疾患に関する新生児・小児患者の分析を行

いたい。 
 
 

E．結論 

本研究では、新生児・小児患者に対する先

天性疾患に関する自医療圏完結率について

分析した。二次医療圏レベルでは完結が難

しいが三次医療圏レベルでは完結率が高く

新生児・小児患者への医療提供が適正に行

われていることが分かった。 
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Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

特になし 

 

２．学会発表 

大谷誠、松岡真澄、本野勝己、松田晋哉：DPC

データにおける病名の組合せに関する診療

行為の分析、診療情報管理、30(2)、 207-

207、2018年 8月 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

本年度の知的財産の出願・登録はない。 

 
図表１ 年齢階級別患者数 

 

 
図表 2 疾患別患者数 
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図表 3 小児患者における疾患別患者数 

 
 
図表４ 年齢階級別 ICD10 別患者数 
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図表５ 疾患別二次医療圏完結率 

 
 
図表６ 疾患別三次医療圏完結率 
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図表７ 患者居住都道府県別二次医療圏完結率 
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図表８ 患者居住都道府県別完結率 

 

 
  

105



 

106




